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第Ⅶ章 合意形成の促進及び国内外に向けた情報発信  

１．教育と連携した取組の実施 

（１）経緯と目的 

令和７年 11月に高校生が普天間飛行場等の基地返還跡地の未来を語り、それを絵にする

「戦後 80 周年平和祈念事業跡地利用県民フォーラム 駐留軍用地跡地からひろがる沖縄

の未来」が実施された。その高校生が中心となり、「普天間飛行場など基地返還跡地の未

来の活用をイメージして取組を行うプロジェクトチーム」として「ReBASE OKINAWA」とい

う実行委員会（任意団体）を立ち上げた。国籍や年齢等の垣根を超えた交流を望む高校生

の熱意を汲み、高校生が将来的に実現したいと考える跡地利用について、実施・試行する

社会実験を行う。 

この社会実験を通して、跡地利用の取組に対する県民・市民等への情報発信を行うと共

に、跡地利用の意向醸成（意向醸成の取組手法の検証を含む）を行うことを目的とする。 

 

■開催までの主な経緯 

日にち 経緯 内容 

R7.11.15 県民フォーラム ・基地返還跡地の未来についての公開ワークショップ（ラ

イブドローイング含む）・パネルディスカッション 

R7.12.13 第１回実行委員会 ・社会実験内容・実施日等の検討 

R7.12.27 第２回実行委員会 ・役割分担・実施内容等の検討 

R8.01.13 第３回実行委員会 ・平面配置・実施内容・事前準備等の検討 

R8.01.30 第４回実行委員会 ・平面配置・実施内容・チラシ・横断幕等の検討 

R8.02.15 第５回実行委員会 ・備品・事前準備・片付け・当日プログラム・シフト

等の検討 

R8.02.22 社会実験 ・県民フォーラムで思い描いた普天間飛行場等の基地

返還跡地の未来を試行・実施 

 

（２）社会実験の企画 

１）開催概要 

社会実験の実施概要を以下に示す。 

タイトル ReBASE OKINAWA 

日時 令和８年２月 22日(日) 10：00～16：00 

場所 普天間門前広場 

対象 どなたでも可（特に子ども、外国人等） 

主催 宜野湾市・沖縄県 

ReBASE OKINAWA実行委員会（高校生を主体とした任意団体） 

協力・協賛 株式会社 commons fun・海ぶどう農園 海ん道 
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■実施場所位置図 
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２）実施概要 

跡地利用計画パネル展のほか、高校生が主体となってパフォーマンスや遊び場の検討、

協力者との調整等を行った。 

①内容・プログラム 

■内容等 

分類 実施内容等 実施主体 

パネル展 ・普天間飛行場跡地利用計画パネル展示 県・市 

パフォーマンス等 ・バンド生演奏 

・エイサー 

・実行委員自己紹介 等 

高校生 

青年会等 

遊び場 ・巨大シャボン玉 

・腕相撲大会 

・バドミントン 

・ボードゲーム 

・体験（手芸） 等 

高校生 

滞留・くつろぎ空

間 

・人工芝、ハンモック、パラソル、テーブル・椅子等 高校生 

県・市 

販売等 ・キッチンカー ２台 

  ｜タピオカドリンク・揚げパン等  

・屋台販売 １店舗 

  ｜たこ焼き等  

民間事業者 

 

■パフォーマンスプログラム案 

時間 実施内容等 実施主体 

10：00～10：30 ・オープニングセレモニー（エイサー） 内間青年会 

10：00～10：30 ・委員自己紹介・社会実験の説明・開会式 実行委員（高校生） 

12：00～13：30 ・バンド演奏（準備片付け含む） 浦添高校 

13：30～15：30 ・舞台袖三線演奏＆体験・DJ 高校生 等 

15：30～15：50 ・創作エイサー、カチャーシー 普天間高校 

15：50～16：00 ・閉会式  

※集客状況等によってプログラムの時間の変更の可能性もある 
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②実施イメージ等 

■平面配置案（全体図） 
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■平面配置案（拡大図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■横断幕等配置案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊び場２ 

・巨大シャボン玉 

・バドミントン 

・腕相撲大会 等 

パフォーマンス 

パラソル・滞留空間 

キッチンカー 

屋台 

本部 

DJ ブース 

遊び場１ 

・ボードゲーム 

・体験 等 パネル 

更衣室 
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■その他実施イメージ（他地区事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

滞在・滞留空間 滞在・滞留空間 

子どもの遊び場 屋台 

段ボールサイン ガムテープサイン 
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３）スケジュール 

事前準備から当日運営、片付けのスケジュールを以下に示す。 

①時間別スケジュール 

■2月 8日 

ヒルズ通り会・海軍病院との合同清掃への参加、周辺住戸へのチラシ配布等を実施。 
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■2月 20日 

普天間高校からの備品の運び出し等を実施。 
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■2月 21日 前日準備 

普天間門前広場で、路面サイン・プログラムサイン作成等の事前準備を実施。 
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■2月 22日 本番 

普天間門前広場での社会実験を実施。 
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□当日の主な役割 

役割等 実施内容 

備品の搬入 

 ７時：市役所（本庁１階 「第３会議室」）から備品を現地に運搬 

 ７時 30分：普天間高校から机・椅子を現地に運搬 

 市車両・LKハイエース・LKレンタカー・LK社用車 

準備 

 人工芝、テント等大物備品の設置 

 横断幕、机・椅子、パラソル、パネル、ガーランド等の装飾の準備 

 受付の準備 

統括・ 

質問・ 

パネル対応 

 緊急時指揮 

 質問者対応、業務の内容や県市の説明 

 アンケートの呼びかけ（A4の用紙 or QRコード）（アンケート回

答者にはお菓子をプレゼント・２個ずつ） 

受付 

 本社会実験の説明 

 アンケートの呼びかけ（QR コードメイン orA4 用紙）（アンケート

回答画面を見せてくれた人にはお菓子をプレゼント・２個ずつ） 

 アンケートは一人１回まで 

 回収したアンケートは回収ボックスまで 

アンケート

調査 

 アンケートの呼びかけ（QR コードメイン orA4 用紙）（アンケート

回答画面を見せてくれた人にはお菓子をプレゼント・２個ずつ） 

 アンケートは一人１回まで 

 万が一、用紙で回答した人がいれば、アンケートは回収して本部の

回収ボックスまで 

寺駐車場 

 神宮寺駐車場に社会実験の車が止まらないように誘導 

 駐車場前で社会実験チラシをもって立ち、全ての車に対して、当社

会実験目的かを尋ね、社会実験目的の車には、周辺のコインパーキ

ングを利用するよう案内 

片付け 

（備品積込

運搬含む） 

 普天間高校へ：学校机・椅子 

 市（市役所本庁１階 「第３会議室」）へ： 

→LK備品（人工芝・ハンモック・パラソル・パラソル接続・パラソ

ル重り、ステン＆木のテーブル・椅子等） 

→市備品（テント、ブルーシート、テント重り、A1縦パネル、長机

等） 

 LK社用車内へ：受付の備品 

 ハイエース内へ：スピーカー、海ん道レンタル備品（木製長テーブ

ル・椅子セット、キャンプ椅子・キャンプテーブル、リクライニン

グチェア等） 

 タイムズカー内へ：ドラム・音響スタンド・音響ケーブル等 
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■2月 23日 

備品の返却等を実施。 
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■2月 24日 

備品の返却等を実施。 
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■2月 25日 

備品の返却等を実施。 
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４）運営・連絡体制 

当日の連絡体制を以下に示す。なお、今回運営として関わっている高校生が所属する普

天間高校と浦添高校も連絡先に加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UR リンケージ 
今村 ●●-●●-●● 
池戸 ●●-●●-●● 

Commons fun 
林 ●●-●●-●● 

主催責任者・本部 
宜野湾市 

宮城 ●●-●●-●● 
仲本 ●●-●●-●● 

 

主催責任者・本部 
沖縄県 

渡嘉敷 ●●-●●-●● 
東恩納 ●●-●●-●● 

普天間高校  

●●-●●-●● 

浦添高校 

●●-●●-●● 

ReBASE OKNAWA 各出店者 
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５）緊急対応マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

火災・地震・爆破予告など、避難が必要となった場合、 

会場内スタッフの指示に従って来場者を誘導すること！ 

スタッフ個人の判断を行わず、報告・連絡・相談を徹底すること 

• 壁面や会場什器付近から離れるよう通路に来

場者を誘導してください 

• 揺れが収まったら、ケガ人が居ないかを確認

し、居た場合は主催責任者に報告 

• 停電時や場外避難誘導時は、スタッフ・警備

員が避難所に行くように指示 

火災発生時の対応 

■不審者を発見した場合 

• 不審者を発見した際は、監視するのと同時

に主催責任者へ状況報告を行う 

□不審者 

• イベントなのに楽しんでいる表情でない 

• やたらと周囲を気にしており、特に警察官

や警備員の状況をうかがっている 

 

■不審物を発見した場合 

（※不審物には絶対に手を触れない） 

「踏むな・触るな・蹴とばすな」 

「触るな・嗅ぐな・動かすな」 

• 主催責任者は、警察・消防等と連絡をと

り、対処方法を決める 

不審者・不審物発見時の対応 地震発生時の対応 

• 火災が発生した場合は、来場者の安全を第一

に考慮し避難誘導を行い、主催責任者に報告 

• 主催責任者からの指示内容を運営スタッフへ

伝達・指示を行うと共に、来場者の安全確

保、避難場所への誘導を行う 

拾得物・遺失物対応 迷子の対応 

• 迷子を発見した場合は、本部に連れていく 

• 迷子を捜している親も本部に連れていく 

• 拾得物は本部に引き渡す 

• 遺失物問い合わせがあった場合、本部に確認

し、届けがあるかどうかを確認 

体調不良者・ケガ人の対応 

• 体調不良者・ケガ人が発生した場合は、主催責任者に速やかに報告 

• 主催責任者は、状況を確認し、速やかに救急医療機関と連絡を取る 

• 必要に応じて、救急車の手配、警察への報告を行う 

• 主催者側の過失によるケガ人等が出た場合、ケガ人の名前と連絡先を聞く（保険対応のため） 

• 事故が起こった場合の連絡先：東京海上日動 事故受付センター 0120-720-110 

      受付時間：24 時間 365 日 
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６）参考資料 

■チラシ 
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■横断幕①（2m×1.5ｍ） 

 
 

■横断幕②（3m×0.5ｍ） 
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■A1パネル  

県民フォーラムから本社会実験までの経緯を簡潔に示した説明用パネルを作成。 
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■跡地利用計画パネル 10枚 

※跡地の計画への理解を深め、意向醸成を図るために、子どもも対象とした過年度業務

で作成したパネルを以下に示す。（他 9枚は割愛） 
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■デジタルサイネージ 

より多くの人を集めるための宣伝として、門前広場に設置されているデジタルサイネー

ジを活用する。2月 16日～2月 22日まで掲示。 
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■近隣へのお知らせ 

音響機材を使用したイベント開催となるため、普天間門前広場から半径 200 の各戸に対

してイベント開催のお知らせを行った。 
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（３）社会実験の運営 

１）実施の様子 

■２月８日｜ぎのわんヒルズ通り会 クリーン活動への参加 

ぎのわんヒルズ通り会が海軍病院スタッフ等と毎月合同で開催するクリーン活動へ参加

し、ReBASE OKINAWAの活動の趣旨や社会実験の趣旨等を PR・呼びかけを行った。 

また当日は、半径 200m圏の各戸に社会実験実施のポスティング、普天満宮・普天満山 神

宮寺へ挨拶を行うことで、実施の周知もあわせて行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通り会・海軍病院スタッフ等への PR 通り会・海軍病院スタッフ等への PR 

清掃の風景 清掃の風景 
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■２月 21日｜前日準備 

翌日の社会実験本番に向け、ガムテープで舗装に文字を描きく路面サイン、A型看板に翌

日のプログラム等を描いたサイン等を準備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガムテープの路面サイン制作中 矢印による動線の誘導 

MENSORE の路面サイン プログラムをどう伝えるか試行錯誤 

一人一枚 担当するプログラムのサインを作成 日が暮れてようやく完成！ 
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■２月 2２日｜社会実験当日 

当日は、主催・協力・協賛した組織や来場者以外にも、キッチンカーの店主やエイサー

を踊る青年会、バンド、音響機器の管理・運営を行う高校生ボランティア等、多くの関係

者が一堂に会し、約 660名の来訪があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開始前の一コマ 開始前の関係者顔合わせ 

会場全景 MENSORE めんそ～れ～ WELCOME サイン 

A 型サイン Welcome ゲート 
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オープニングアクト エイサー ReBASE OKIMAWAと社会実験の趣旨説明 

巨大シャボン玉 腕相撲 

ボードゲーム DJ 体験 

マジック 手芸体験 
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噴水 水遊び お菓子争奪じゃんけん大会 

ハンモックでのんびり 学校机でかき氷 

通りすがりの方も来場 跡地利用計画パネル展示を見る高校生 

バンド演奏で盛り上がる 海外の方とも積極的にコミュニケーション 
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テレビからの取材 新聞からの取材 

最終プログラム 創作エイサー 〆のカチャーシー 

ヒルズ通り会にご挨拶 ReBASE の横断幕の前でメディア取材の写真対応 
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（４）社会実験の効果検証 

実験の効果検証としては、アンケート調査及び来訪者数のカウントを行った。効果検証

結果の概要を以下に示す。 

１）調査概要 

調査目的 ・社会実験の目的として掲げた「跡地利用の取組に対する県民・市民等への情

報発信を行うとともに、跡地利用の意向醸成（意向醸成の取組手法の検証を

含む）を行うこと」に対する効果を測定するため調査を行った。 

調査日時 令和８年２月 22 日（日）10 時～16 時 

調査箇所 普天間門前広場 

調査手法 来訪者数調査 調査結果 来訪者数：660 人 

アンケート調査 サンプル数：83 

調査項目 Q1 性別 

Q2 年齢 

Q3 居住地 

Q4 返還が予定されている普天間飛行場について、跡地利用を考える取組がさ

れていることを知っていましたか？ 

Q5 跡地利用に関する取組についてどう思いますか？ 

Q6 来場のきっかけは何ですか？（複数回答可） 

Q7 社会実験の満足度をお聞かせください。 

Q8 今後跡地利用に関するどのような取組に参加したいですか？ 

Q9 その他、感想やご意見があればご記入ください。 

 

２）アンケート調査結果 

■調査結果概要と今後の課題 

結果概要 今後の課題 

・跡地利用の取組を知らない人が 29％と

一定数いた。 

・跡地利用の取組の更なる周知 

・加えて、主体的に取り組む人を増やして

いくこと 

・90％以上の人が、本社会実験に対して

高評価（とても満足 or 満足） 

・今後どのような取組に参加したいかと

いう問いに対して、「今回のような社

会実験」という回答が最も多くみられ

た 

・ReBASE OKINAWAを中心とした社会実験の

継続的な実施を行うことで、県民・市民

等への情報発信と跡地利用の取組に対す

る意向醸成 

・跡地の未来のまちづくりを担う 10 代

の来場が 36％と最も多かった 

・その他の感想として、高校生自らが企

画・運営していることが好評であった 

・PR や集客の工夫、コンテンツの充実等

を求める意見も見られた 

・返還後の跡地のまちづくりの中心となる

と想定される 10 代を中心とした情報発

信・取組の継続 

・周知期間・コンテンツ等の充実によるよ

り効果的な情報発信と意向醸成の実施 
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■アンケート集計結果 

Q１｜性別 / n=83 

来場者の男女比は概ね１：１ 

 

 

Q２｜年齢 / n=83 

高校生が主体となっている実験であったことの影響が考えられ、将来を担う「10代」の

割合が 36％と最も多く、その他「20 代」から「50 代」までは概ね 10％前後であり、幅広

い世代からバランスよい来場がみられた。 
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Q3｜居住地 / n=83 

会場となった「宜野湾市」からの来場が最も多い 26％、次いで「那覇市・浦添市・沖縄

市」からの来場が各 16％となっている。おおよそ 80％がこれらの市に「北中城村」や「北

谷町」を加えた近隣市町村からの来場となっている。 

 

 

Q４｜返還が予定されている普天間飛行場について、跡地利用を考える取組がされている

ことを知っていましたか？ / n=83 

普天間飛行場跡地利用に関する取組を「知っていた」割合は 71％。一方で、「取組を知

らなかった」割合は 29％。 
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Q5｜跡地利用に関する取組についてどう思いますか？ / n=83 

「とても評価する」が最も多い 62％、「やや評価する」と回答した 31％とあわせ、90％

以上の来場者から取組に対して高評価を得られた。 

 

 

Q６｜来場のきっかけは何ですか？（複数回答可） / n=104 

「家族・知人から」の口コミが 46件と最も多く、「ポスターやチラシ（19件）」「県・

宜野湾市ホームページ・広報（11件）」「SNS・LINE公式アカウント（8件）」等の広報等

が 38件となっている。「通りすがり」の来場者も 15件と一定数みられた。 
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Q7｜社会実験の満足度をお聞かせください。 / n=83 

「とても満足」が最も多い 54％、「満足」の 37％とあわせ、90％以上の来場者から取組

に対して高評価を得られており、「不満」「とても不満」という回答はなかった。 

 

 

Q8｜今後跡地利用に関するどのような取組に参加したいですか？（複数回答可） 

/ n=114 

「今回のような社会実験への参加」と回答した人が最も多い 66件であり、次点の「ワー

クショップ」（38件）よりも２倍近い回答者数であった。「跡地を知る学習会（歴史、文

化財など）」（27件）、「講演会」（13件）の回答も一定程度みられた。 
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Q9｜その他、感想やご意見があればご記入ください 

主な意見を以下に示す。高校生の運営する場に対する高評価が多くみられた一方で、集

客やコンテンツに対して課題となる意見もみられた。 

来場者意見 ・高校生の若い力が、今後の沖縄の大きな発展につながると思いま

す！ 

・高校生がいろんな人と協力してこのイベントとを成功させていた

のがすごいなと思った。 

・素晴らしい試みです。 

・とてもいい場だと思いました。 

・子供と参加足ましたが高校生の皆さん積極的に話しかけてくれて

とても楽しめました。 

・高校生達が手作りで運営している様子がとてもよかった。 

・告知の工夫？いいイベントなのでもっと人が参加してほしい。 

・お店が少なくお祭り感が弱いと感じた。高校生のフリーマーケット

などがあるともっと盛り上がると思います。 

運営者意見 ・思っていたよりいっぱいお客さんが来てくれて運営していてとて

も楽しかった。 

 


